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Field Review
▪湘南ステーションビル株式会社
▪大垣ガス株式会社　西大垣製造所

azbil mind
▪調節弁メンテナンスサポートシステム Valstaff

azbil のある街
▪情緒溢れる風景が残る日本のふるさと【岐阜】
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News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

建物空調の省エネルギーを実現する制御弁「インテリジェントコンポTMシリーズ　流量計
測制御機能付電動バルブ　アクティバルTM」を開発、販売を開始しました。本製品は、従
来の制御弁に流量計測制御機能等を搭載した次世代の制御弁です。弁の駆動部によ
り近いところで流量を計測することで、制御に必要のない過流量等のムダとなっていたも
のの情報を見える化すると同時に、最適な弁開度へ自動補正を行います。空調機廻りの
消費エネルギーを約20%削減し、システム全体の制御性を高め、快適性と省エネルギーの
両立を図ります。 → A

空調機用の次世代省エネバルブを販売開始

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。

22008
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山武グループPR誌 azbil（アズビル）

建物オーナーを対象にしたセミナー「省エネルギーセミナー 2007 IN東京」をゆうぽうと
（東京都品川区）で開催しました。建物オーナーやビル管理者等、参加者約90名に対し
て、建物の総合的エネルギーマネジメントの必要性や、工場、建物における効果的な省エ
ネ手法等を、当社の事例を交えて紹介しました。 → A

省エネルギーセミナーを開催

問い合わせ先

A
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

触
れ
て
知
る

Touch
特集

「
人
は
、
触
れ
る
も
の
し
か
愛
せ
な
い
」
と
い
う
。

直
接
手
に
触
れ
、
温
度
や
感
触
を
確
か
め
て
、

初
め
て
何
か
を
実
感
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

皮
膚
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
情
報
は
、

見
た
目
よ
り
も
遥
か
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
、

雄
弁
に
、
そ
の
も
の
を
語
る
。

ど
れ
だ
け
情
報
技
術
が
発
達
し
て
も
、

直
接
触
れ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。



　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
「Suica

」※
１

や

首
都
圏
の
私
鉄
・
地
下
鉄
・
バ
ス
で
使
わ
れ
て
い

る
「PASM

O

」※
２

、電
子
マ
ネ
ー
「
Ｅ
ｄ
ｙ
」※
３

や
「
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」※
４

な
ど
、現
在
の
非
接

触
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
多
く
は
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
が
開

発
し
たFeliC

a

※
５

と
い
う
技
術
方
式
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　

1
9
8
8
年
に
、
物
流
の
仕
分
け
に
用
い

る
タ
グ
と
し
て
開
発
が
始
ま
っ
たFeliC

a

は
、

1
9
9
7
年
に
香
港
で
交
通
の
乗
車
券
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
後
、中
国
の
深
圳
や
バ
ン
コ

ク
、イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
の
交
通

機
関
に
拡
大
。
2
0
0
4
年
に
N
T
T
ド
コ
モ
と

共
同
で
「
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」を
発
表
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、日
本
で
も
一
気
に
普
及
し
た
。

2
0
0
7
年
9
月
時
点
で
、FeliC

a

の
I
C
チ
ッ

プ
は
全
世
界
に
2
億
5
4
0
0
万
個
が
出
荷
さ
れ

て
い
る
。

　

交
通
機
関
を
中
心
に
発
展
し
た
の
は
、非
接
触

の
通
信
方
式
や
高
速
処
理
と
い
うFeliC

a

の
特
徴

が
、改
札
機
に
求
め
ら
れ
る
機
能
に
合
致
し
た
か

ら
。
ま
た
、デ
ー
タ
を
暗
号
化
す
る
高
い
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
能
や
、１
枚
の
カ
ー
ド
内
に
入
退
出
管

理
と
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
複
数
の
用
途
を
兼
ね
る
マ

ル
チ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
、FeliC

a

の
特

徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、非
接
触
の
通
信
方
式
に
よ

り
カ
ー
ド
と
い
う
形
状
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
た
め
、携
帯
電
話
や
腕
時
計
、キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
も
の
に
内
蔵
で
き

る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
続
々
と
誕
生
し
て
い
る
。
飛
行
機
の
搭
乗
券
と

組
み
合
わ
せ
て
搭
乗
手
続
き
を
簡
略
化
し
た
り
、

ソ
ニ
ー
製
を
は
じ
め
と
す
る
P
C
にFeliC

a

ポ
ー

ト
を
導
入
し
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
可
能
に
し

た
り
。
ア
メ
リ
カ
で
は
出
欠
管
理
の
た
め
に
学
生

証
と
し
て
導
入
さ
れ
た
り
、野
球
の
入
場
チ
ケ
ッ

ト
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
のFeliC

a

が
用
い
ら
れ
た

り
も
し
て
い
る
。

　

毎
日
の
生
活
に
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る

FeliC
a

の
技
術
は
、ま
だ
ま
だ
未
知
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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お 話を 伺 った、ソ ニ ー ㈱
FeliCa事業部の松尾隆史さ
ん。2001年からFeliCaの開
発に携わっている。「FeliCa
の名前の由来は、felicity（至
福）。急速に拡大するFeliCa
がもたらす、多彩なサービスに
ご期待ください」

　「工場設備のモニタリングをもっと簡単に行いたい」「客観的なデータ収集から
最適な改善策を選択したい」そんな声にお応えするのが、さまざまなセンサ出力の
モニタリングをワイヤレスで提供するワイヤレス・モニタリング・システム「Ｗ
iSensor™（ワイセンサ）」です。有線通信によるモニタリングと違い、配線の手間
やコストの削減、短時間でのネットワーク構築などのメリットがあります。圧力計、
流量計、レベル計などさまざまな既存センサに対応し、収集したデータはトレンド
グラフ化するなどしてさまざまな角度からの分析・解析が可能です。
　また、メッシュ型ネットワークによる通信経路の冗長化により情報の欠損を防ぐ
ネットワーク構造なので、有線通信同様の高い信頼性を実現しています。

ワイヤレス・モニタリング・システム
「ＷiSensor」

azb i l  Top i cs

ＷiSensor

タッチ0.1 秒
非接触 ICカードの技術

乗車券や電子マネーなど、さまざまなシーンで見かけるようになってきた非接触 ICカード。
しかし、どのような技術が用いられているかは、あまり知られていないのでは？

世の中をますます便利に変える、非接触 ICカードの技術に迫る。

●アンテナ
不正なデータ改ざんなどを防
ぐ暗号通信技術を採用して
いる

●ICチップ
ファイルごとに鍵やアクセス
権を設定できるため、一枚で
複数の用途を兼ねる

ICカードの中身

Touch特集
触れて知る

種 類 用 途 特 徴

磁気カード
会員証

ポイントカード
低コストだが

容量が少ない

接触式
ICカード

キャッシュカード
クレジットカード

高価だが容量が大きく
セキュリティレベルが高い

非接触式
ICカード

交通乗車券
電子マネー

高価だが容量が大きく
セキュリティレベルが高い
操作性が高く形状も自由

0123-4567-8901-2345

0123-4567-8901-2345

I
C
チ
ッ
プ

I
C
チ
ッ
プ

ア
ン
テ
ナ

カードの種類と特徴
接触式は差し込み口にカードを挿入し、IC チップに直接触れさせるのに対し、非接触式は電磁波により情報の通信を行
うため、接触の必要がない

FeliCa の動作原理
リーダ／ライタから発信される電磁波をＩＣカードのアンテ
ナが受け取り、電力を発生。この電力で起動したICカー
ドとリーダ／ライタが相互に通信を行い、データの読み
取りと書き込みを行う

I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
／
ラ
イ
タ

通信距離：10㎝程度
周波数：13.56MHz

ＩＣチップ

アンテナ

アンテナ

高速処理
ICカードをリーダ／ライタが検出し、相互認証を行い、
データの読み書きを行うまでの一連の動作を、約 0.1
秒で実現。ラッシュ時には 1 分間に 60 人もの人が通
過するといわれる、駅の改札などにも対応

※1「 Suica」は、東日本旅客鉄道株
式会社の登録商標です

※2「 PASMO」は、株式会社パスモ
の登録商標です

※3「 Edy」は、ビットワレット株式会社
が管理するプリペイド型電子マ
ネーサービスのブランドです

※4「 おサイフケータイ」は、株式会社
エヌ・ティ・ティ・ドコモの登
録商標です

※5「 FeliCa」は、ソニー株式会社の
登録商標です

約 0.1 秒

通信速度：212kbps

●

●

●

❶カード検出

❷相互認証

❸データ読み・書き
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指先から感じる物語
さわる絵本を楽しもう
「さわる絵本」と聞いてまず連想するのは、点字つきの絵本。
しかし、特殊な印刷技術を用いて、絵そのものを触って楽しめるように作られた絵本もある。
絵本の新しい楽しみ方を提案する「さわる絵本」の世界をのぞいてみよう。

　
一
見
す
る
と
、
な
ん
の
変
哲
も
な
い
絵
本
。
し
か

し
よ
く
見
る
と
、
絵
の
部
分
に
突
起
が
あ
る
。
手

で
触
れ
て
み
る
と
、
ザ
ラ
ザ
ラ
、
バ
ラ
バ
ラ
、
ツ
ル

ツ
ル
と
さ
ま
ざ
ま
な
感
触
。
話
を
目
で
追
い
な
が
ら
、

指
で
な
ぞ
り
、ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
。
ス
ト
ー
リ
ー

を
指
で
感
じ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
あ
り
そ
う
で
な

か
っ
た
新
し
い
感
覚
だ
。

　

出
て
く
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
顔
も
手
足
も
な
い
。

あ
る
の
は
感
触
の
違
い
だ
け
。た
と
え
猫
の
形
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
出
て
き
て
も
、
目
が
見
え
な
い
子
は
猫

の
形
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
感

触
の
違
い
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
区
別
に
な
る
の
だ
。

　

さ
わ
る
絵
本
『
こ
れ
、
な
あ
に
？
』
は

1
9
7
7
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
て
初
版
が
出
版
さ
れ

た
。
高
度
な
社
会
福
祉
を
実
現
し
て
い
る
北
欧
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
目
が
見
え
な
い
子
ど
も
が

楽
し
め
る
、
点
字
つ
き
絵
本
の
出
版
が
進
ん
で
い
た
。

し
か
し
『
こ
れ
、
な
あ
に
？
』
は
、
通
常
の
点
字
つ

き
絵
本
と
は
違
う
画
期
的
な
本
。
ザ
ラ
ザ
ラ
く
ん

や
ポ
ツ
ポ
ツ
ち
ゃ
ん
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、

触
っ
た
感
触
と
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
密
接
に
絡
ん
で
い

る
。
目
が
見
え
る
子
ど
も
と
目
が
見
え
な
い
子
ど
も

が
、触
り
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
め
る
こ
の
本
は
、ボ
ロ
ー

ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
展
エ
ル
バ
賞
、
ド
イ
ツ
児
童
図

書
賞
、
世
界
絵
本
原
画
特
別
出
版
賞
な
ど
、
数
々

の
賞
を
受
賞
し
た
。

　

日
本
で
は
1
9
7
9
年
に
、
翻
訳
版
が
出
版
さ

れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
本
は
、
印

刷
に
特
殊
な
技
術
が
必
要
。
海
外
制
作
し
て
い
た

版
元
の
工
場
が
特
殊
印
刷
の
技
術
を
維
持
で
き
な

く
な
り
、
長
ら
く
絶
版
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
度
、

か
つ
て
の
本
を
手
に
し
た
読
者
た
ち
の
熱
い
要
望
に

応
え
る
か
た
ち
で
、
2
0
0
7
年
10
月
に
日
本
制

作
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　

担
当
編
集
者
の
千
葉
さ
ん
は
、『
こ
れ
、
な
あ

に
？
』
の
制
作
に
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
盲
学

校
に
持
参
し
て
生
徒
た
ち
の
反
応
を
見
た
と
い
う
。

「
み
ん
な
夢
中
で
触
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
が
読

み
聞
か
せ
る
ま
え
に
ど
ん
ど
ん
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、

『
あ
っ
！　

ザ
ラ
ザ
ラ
く
ん
が
い
た
！
』
な
ん
て
言

う
子
も
い
て
。
本
を
読
む
と
き
の
わ
く
わ
く
し
た
気

持
ち
を
感
じ
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
」

　

絵
本
の
楽
し
み
は
、
目
が
見
え
る
子
ど
も
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
さ
わ
る
絵
本
の
楽
し
み

は
、
子
ど
も
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
時
に
は
目

を
閉
じ
て
、
手
触
り
だ
け
で
物
語
を
感
じ
て
み
る

…
…
。
そ
こ
に
は
気
付
き
も
し
な
か
っ
た
新
し
い
世

界
が
、
開
け
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

さわる絵本のいろいろ
『これ、なあに？』の初版か
ら30 年が経 過し、さわる
絵本の制作は少しずつバリ
エーションを広げている。美
しい色彩感覚で世界中の子
どもたちから人気を集める絵
本作家エリック・カール氏も、
仕掛け絵本の出版に積極的
に取り組んでいる。

お話を伺ったのは、偕成社
編集部の千葉美香さん。「絵
本には、時代を超えて読み
継がれる名作が数多くありま
す。いつまでも、子どもた
ちの心に響き続ける絵本を
作っていきたいですね」

「点字つき絵本の出版と
普及を考える会」の活動

　「点字つき絵本の出版と普及を考える
会」は、目の見えない人と見える人が一
緒に絵本を楽しめるようになることを目指し、
2002 年に発足した。出版社や印刷会社、
点訳ボランティア、作家、画家、研究者
などを構成メンバーとし、年 2 回のペース
で集まり点字つき絵本・さわる絵本のリスト
化や、点字つき絵本の出版に向けての情
報交換などを行っている。偕成社も構成メ
ンバーの 1 社。

●点字つき絵本の出版と普及を考える会
連絡先：〒 550-0002
大阪市西区江戸堀 1-25-35　近商ビル 2F
てんやく絵本ふれあい文庫　岩田 美津子
TEL/FAX：06-6444-0133

イエンセン／ハラー作『これ、なあに？』（偕成社）。ザラザラくんが、ポツポツちゃんとシマシマくん
と一緒にバラバラくんを探しに行く。バリアフリー絵本の名作として、世界各国で親しまれている

上から時計回りに、シマシマくん、ツルツルく
ん、ポツポツちゃん、ザラザラくん、バラバラくん。
名前は、盲学校の生徒の意見を参考に付けら
れている

シルク加工という特殊技術を用いて、突起
を付けている。刺激が強過ぎて疲れない
ように、突起の高さも厳密に調整してある。
まぶしくないマットコート加工、開きやすいリ
ング綴じ、リングの先端部分は内側に折り
曲げて安全にするなど、触りながら安全に
楽しむためのこだわりが随所に見られる

フィリップ・ヌート作『ちびまるのぼ
うけん』（偕成社）。ちびまるが本
の中を探検し、長四角の電車に
会ったり、半丸の相手を探したり
する

くもの巣作りの様子を、たくさんの動物た
ちとともに紹介する『くもさんおへんじどう
したの』（偕成社）。くもの巣が隆起印
刷され、手でなぞりながら楽しめる。エリッ
ク・カール氏の美しい色彩コラージュが映
える一冊

あおむしがちょうちょになるまでを描いたエリッ
ク・カール氏の『点字つきさわる絵本 はら
ぺこあおむし』（偕成社）。地面はザラザラし
た麻、りんごはつるつるの皮など、素材が巧
みに使い分けられている。インドの工場で一
点一点手作りで制作

Touch特集
触れて知る
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身体の声を聞く
今日から始める整体

ストレスの多い現代社会では、身体への負担も大きいもの。
自分の身体とうまく付き合い、ずっと健康に生活するために、

気軽にできる整体法を学ぼう。

Touch特集
触れて知る

整体道場「気響会（き
きょうかい）」を主宰す
る片山洋次郎氏。20
歳代半ばに自身の腰痛
をきっかけに整体に出
会った。骨格のゆがみ
や狂いを矯正する一般
的な整体とは異なり、身
体の声に耳を傾け、身
体の赴くままに任せて整
体する「身がまま整体」
を掲げている

　
「
こ
こ
20
年
で
、日
本
人
の
身
体
は
確
実
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
常
に
緊
張
し
、疲
れ
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」。
30
年
に
わ
た
り
整
体

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
身
体
を
見
て
き
た
片

山
洋
次
郎
氏
は
語
る
。
胸
に
緊
張
が
集
ま
り
、肩

が
前
に
入
り
、徒
競
走
の
ス
タ
ー
ト
直
前
の
よ
う
な

前
傾
姿
勢
が
慢
性
化
し
て
い
る
。
呼
吸
が
浅
い
た

め
眠
り
が
浅
く
、過
敏
性
腸
症
候
群
な
ど
ス
ト
レ
ス

性
の
症
状
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
る
。
最
近
で
は
、

中
高
生
ま
で
も
が
「
友
達
と
話
す
と
疲
れ
る
」と

言
い
、学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
子
も

多
い
そ
う
だ
。

　

人
の
身
体
は
、私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
、周

囲
の
環
境
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。
例

え
ば
、冬
か
ら
春
に
な
り
暖
か
く
な
る
と
骨
盤
は
緩

み
、寒
く
な
る
に
従
っ
て
縮
む
。
女
性
で
あ
れ
ば
、

生
理
が
始
ま
る
と
骨
盤
が
緩
み
、終
わ
る
と
同
時

に
縮
む
。
ま
た
、腰
痛
や
頭
痛
な
ど
の
症
状
も
、

骨
盤
の
動
き
の
硬
直
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、精
神
状
態
に
も
大
き
く
影
響
を
受

け
る
。
例
え
ば
、何
か
物
事
に
集
中
し
て
い
る
時
は

骨
盤
が
縮
み
、頭
蓋
骨
の
て
っ
ぺ
ん
が
少
し
尖
る
。

特
に
、自
発
的
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、頭

の
後
ろ
が
キ
ュ
ッ
と
縮
み
、高
い
集
中
状
態
を
作
り

出
す
。
し
か
し
、イ
ヤ
イ
ヤ
な
が
ら
無
理
に
集
中
し

よ
う
と
す
る
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頭
に
集
中
し
た
ま

ま
う
ま
く
発
散
で
き
ず
、滞
留
し
て
し
ま
う
。
身

体
を
興
奮
さ
せ
る
刺
激
に
満
ち
た
今
の
社
会
で

は
、興
奮
状
態
が
慢
性
化
し
、真
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を

得
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

身
体
を
楽
に
保
つ
た
め
に
は
、自
分
の
身
体
の
声

に
よ
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
。「
こ
れ
以
上
無
理
に

が
ん
ば
っ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
身
体
か
ら
の
シ
グ

ナ
ル
に
気
が
付
き
、緊
張
や
疲
れ
を
解
い
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
。

「
腰
痛
や
頭
痛
、か
ぜ
、最
近
で
は
う
つ
病
な
ど
、身

体
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
。
誰
に
で
も
身

体
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
時
期
は
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
身
体
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
時

期
。
身
体
の
変
わ
り
目
を
大
切
に
し
、ゆ
っ
く
り

休
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

一
生
付
き
合
っ
て
い
く
自
分
の
身
体
だ
か
ら
こ

そ
、じ
っ
く
り
と
向
き
合
っ
て
み
た
い
。

身体がリラックスしているかどうかは、胸
に手を当ててみれば分かります

骨盤を見ると、現在の身体の状態がもっ
ともよく分かる

身体のリラックス判断
触れてみよう、自分の身体

　胸に手のひらを当てた時、「手が胸に触
れる感覚」と「胸が手に触れられる感覚」
のどちらを強く感じますか。ストレスが
強いと「胸が手に触れられる感覚」の方が
弱く感じるはず。「手が胸に触れる感覚」
の方が強い人は、しばらく手を当て続けな
がら、「胸が手に触れられる感覚」を意識
してみましょう。次第に胸がじんわりと
温かくなり、リラックスしてきます。

オ
フ
ィ
ス
編

か
ん
た
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
も
で
き
る
方
法

で
す
。
こ
ま
め
に
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

肘
を
温
め
る

手
首
の
力
を
抜
き
、肘
を
手
の
ひ
ら
で
包
み
込
む
。

上
半
身
を
伸
ば
す

❶ 

首
の
後
ろ
に
手
を
当
て
て
、背
も
た
れ
に
寄
り
か

か
る
。

❷
そ
の
状
態
で
、少
し
だ
け
あ
ご
を
引
く
。 肘が温かくなってくればオー

ケー。「肘が手に触れている感覚」
を意識すること。リラックスして
くると首が温かくなり、おでこや
眼の周りに涼しさを感じる。

就
寝
前
編

か
ん
た
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

身
体
の
余
分
な
緊
張
を
緩
め
て
か
ら
眠

る
と
、眠
り
が
深
く
な
り
、安
眠
で
き
ま

す
。

膝
立
て

❶ 

息
を
吸
い
な
が
ら
腰
を
少
し
反

ら
し
、吐
き
な
が
ら
戻
す
（
1

〜
2
分
）。

❷ 

そ
の
ま
ま
呼
吸
に
合
わ
せ
て
膝
を

2
〜
3
㎝
だ
け
左
右
に
動
か
す
。

上
半
身
を
伸
ば
す

❶ 

片
膝
を
立
て
、も
う
一

方
の
足
を
ひ
も
な
ど
で

引
っ
張
っ
て
上
に
持
ち

上
げ
る
。

頭が疲れて、煮詰まった時は特に有効。

緊張して固くなっ
た腰椎（背骨の腰
の部分）をリラッ
クスさせる方法。
楽に呼吸をしなが
ら行うこと。腰回
りがじんわりと温
かくなってきたら
成功。❷ 

限
界
の
高
さ
ま
で
上
げ

た
ら
足
を
止
め
、曲
げ

て
い
た
膝
を
伸
ば
す
。

❸ 

深
く
呼
吸
を
し
な
が

ら
、ゆ
っ
く
り
と
数
呼

吸
か
け
て
下
ろ
し
て
い

く
。

背中全体を緩める方法。
硬くなった筋肉を軟らか
くする効果もある。
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環
境
経
営
が

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

２
０
０
５
年
４
月
、茅
ヶ
崎
、平
塚
、熱
海

の
東
海
道
沿
線
の
相
模
湾
に
臨
む
湘
南
エ

リ
ア
に
展
開
し
て
い
た
独
立
し
た
駅
ビ
ル

会
社
が
合
併
し
、地
域
に
根
ざ
し
た
駅
ビ
ル

開
発
運
営
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
湘
南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
株
式
会
社
で

す
。
同
年
６
月
に
は
小
田
原
駅
で
も
開
業

し
、現
在
は
「
ラ
ス
カ
」と
い
う
愛
称
で
親

し
ま
れ
る
「
茅
ヶ
崎
ラ
ス
カ
」「
平
塚
ラ
ス

カ
」「
小
田
原
ラ
ス
カ
」「
熱
海
ラ
ス
カ
」の

４
つ
の
駅
ビ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
J
R
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

さ
ら
に
は
地
域
社
会
へ
の
責
任
と
し
て
企

業
の
在
り
方
を
考
え
た
場
合
、こ
れ
か
ら
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
環
境
経
営
で
す
。
お
客
さ

ま
か
ら
支
持
さ
れ
る
た
め
に
も
し
っ
か
り

と
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り

で
す
」（
小
泉
氏
）

　

そ
の
環
境
経
営
の
取
組
み
の
一
つ
が
建

物
の
維
持
・
管
理
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
現
で
し
た
。

３
つ
の
駅
ビ
ル
の
広
域
管
理
で

効
率
的
に
省
エ
ネ
を
実
現

　
「
茅
ヶ
崎
ラ
ス
カ
の
中
央
監
視
お
よ
び

空
調
設
備
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
更
新
を

き
っ
か
け
に
、当
社
が
有
す
る
駅
ビ
ル
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
見
直
す
こ
と
に
し

ま
し
た
」（
川
口
氏
）

　

そ
こ
で
山
武
は
、同
社
が
有
す
る
駅
ビ

ル
の
保
守
・
運
用
を
担
当
し
て
い
る
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

の
設
計
部
門
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

N
ED

O

※
１
の
補
助
金
制
度
※
２
に
よ
る
中
央

監
視
装
置
の
更
新
な
ら
び
に
熱
海
を
除
く

３
つ
の
駅
ビ
ル
の
広
域
管
理
を
提
案
し
ま

し
た
。

　

老
朽
化
し
た
茅
ヶ
崎
ラ
ス
カ
の
中
央

監
視
装
置
を
建
物
管
理
シ
ス
テ
ムsavic-

net TM FX

に
更
新
、平
塚
ラ
ス
カ
に
は
広
域

管
理
用
のBEM

S

※
３

装
置
と
し
てsavic-

net FX

を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、数
年

前
に
シ
ス
テ
ム
更
新
し
た
小
田
原
ラ
ス
カ

に
つ
い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、広
域
管

理
を
実
現
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
際
し
て
は
、マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
に
対
応
で

き
る
よ
うBAC

net

※
４
、LO

N

※
５
、W

eb

の
３
つ
の
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
を
採
用
、

茅
ヶ
崎
ラ
ス
カ
で
は
、BAC

net

とLO
N

を

併
用
す
る
こ
と
で
、通
信
の
オ
ー
プ
ン
化
を

実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、既
に
導
入
さ
れ
て

い
た
小
田
原
ラ
ス
カ
の
他
社
シ
ス
テ
ム
か

ら
運
転
実
績
デ
ー
タ
を
吸
い
上
げ
る
な
ど
、

W
eb

を
介
し
３
つ
の
ビ
ル
を
平
塚
ラ
ス
カ

の
中
央
監
視
装
置
で
一
括
管
理
し
て
い
ま

す
。

「
照
明
を
暗
く
す
る
、空
調
の
設
定
を
夏
な

ら
高
く
、冬
な
ら
低
く
、と
い
っ
た
お
客
さ

ま
の
ご
不
便
に
な
る
こ
と
で
省
エ
ネ
を
実

現
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、駅

ビ
ル
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
手
段
は
非
常
に

限
ら
れ
る
の
で
す
。
３
つ
の
駅
ビ
ル
を
広

域
管
理
す
る
こ
と
で
、効
率
良
く
し
か
も

効
果
的
な
省
エ
ネ
が
図
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
」（
川
口
氏
）

　

駅
ビ
ル
は
開
放
的
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や

高
い
天
井
な
ど
の
構
造
上
の
問
題
や
、多
く

の
方
が
出
入
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
空
調
効
率
を
高
め
る
た
め
の

施
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、山
武
の
実
績
と
経
験
に
基
づ
く
省
エ

ネ
対
応
設
備
や
制
御
の
導
入
に
よ
り
、高
い

省
エ
ネ
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
拠
点

を
広
域
管
理
で
結
び
、一
カ
所
で
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
貴
重
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
有

効
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、BEM

S

装
置
で
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
改
善
を
重
ね
る
こ
と
で
、ラ
ス
カ
を
利

用
し
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
に
、よ
り
快
適

な
空
間
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

駅
ビ
ル
改
築
計
画
の
あ
る
熱
海
ラ
ス
カ

も
、将
来
的
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、監

視
業
務
の
負
荷
軽
減
な
ど
に
よ
る
日
常
業

務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
計
画
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
環
境
保
全
の

取
組
み
を
視
野
に

　

広
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
平

塚
に
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、茅
ヶ
崎
、小
田
原

の
各
駅
ビ
ル
を
遠
隔
監
視
し
て
い
ま
す
。

「
建
物
の
維
持
・
管
理
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

が
あ
り
ま
す
が
、３
つ
の
駅
ビ
ル
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
が
一
カ
所
で
可
能
な
の
は
非
常

に
効
率
的
で
す
。
さ
ら
に
効
果
的
な
運
用

を
目
指
し
て
最
適
な
運
転
操
作
や
、デ
ー

タ
の
解
析
に
山
武
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
野
口
氏
）

　

毎
日
大
勢
の
お
客
さ
ま
が
利
用
す
る
４

つ
の
駅
ビ
ル
は
、地
元
か
ら
よ
り
親
し
ま
れ

る
存
在
と
同
時
に
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
と

し
て
の
責
任
が
要
請
さ
れ
ま
す
。

「
当
社
の
環
境
経
営
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
が
、さ
ら
な
る
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、廃
棄
物
の

削
減
な
ど
あ
ら
ゆ
る
環
境
保
全
の
活
動
に

注
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
小
泉
氏
）

環境経営の第一歩として
省エネルギーを広域管理で実現
いくつもの建物を広域管理することで
効率的に省エネルギーの実現と、
効果的な管理・運営を可能としました。

Vol.1 湘南ステーションビル株式会社

所 在 地
設 立
事業内容

：
：
：

神奈川県平塚市宝町1-1
1971年（2005年合併）
不動産賃貸

湘南ステーションビル株式会社

湘南ステーションビル株式会社では、“く
らしてよかった湘南。”をコミュニケー
ションワードに、地域のお客さまに、より
一層親しまれる駅ビルを目指しています。

管理部
設備課長
川口 惇氏

湘南ステーションビル株式会社
管理部長
小泉 国安氏

広域ビル管理システム

Application Review

複数の建物をネットワークで結び、集中的に管
理するシステムです。広い地域にまたがる商
業ビルの広域管理はもとより、工場や病院、学
校など同一敷地内の多棟管理にも対応しま
す。通信技術とネットワークの活用により、高
品質な建物管理を低コストで実現します。

ジェイアール東日本
ビルテック株式会社
ビル事業統括部
ラスカ平塚事業センター 所長
野口 昭道氏

savic-net FX で駅ビル内を監視
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（Local O
perating N

etw
ork

）：
米

国
エ
シ
ェ
ロ
ン
社
が
開
発
し
た
分
散
制
御
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

JR 平塚駅直通の入り口

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
546,430kWh

省
エ
ネ
対
策
後

使
用
電
力
量

省
エ
ネ
対
策
前

使
用
電
力
量

291,300kWh

46％の削減効果

省エネ効果グラフ
稼動開始の 2007 年 7 月1 日～
　2007 年 11 月18 日までの弊社実績データ

店舗内クリーンアップを担う
「マーメイドスタッフ」

湘南ステーションビル株式会社
平塚ラスカ

茅ヶ崎ラスカ 小田原ラスカ

インターネット

Feb.2008　10 11　Feb.2008



納入事例紹介

ClientVol.2 大垣ガス株式会社　西大垣製造所

高
ま
る
需
要
に

安
定
供
給
で
応
え
る

　

岐
阜
県
第
二
の
都
市
で
あ
る
大
垣
市
に

ガ
ス
供
給
（
都
市
ガ
ス
、
L
P
ガ
ス
合
計 

約
3
万
8
0
0
0
件
）を
行
っ
て
い
る
の

が
大
垣
ガ
ス
株
式
会
社
で
す
。
1
9
8
9

年
に
都
市
ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
化
を
図
り
、

現
在
は
約
1
万
7
0
0
0
件
の
需
要
家
に

都
市
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

C
O
2

排
出
量
が
少
な
い
天
然
ガ
ス
は
、

熱
効
率
が
高
く
制
御
し
や
す
い
た
め
ビ
ル

空
調
や
産
業
用
分
野
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
利
用
分
野
は
拡
大
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、市
内
に

あ
る
大
手
電
子
関
連
企
業
か
ら
、コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
用
に
天
然

ガ
ス
供
給
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、建
設
し
た
の
が
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト

基
地
で
あ
る
西
大
垣
製
造
所
で
す
。

「
都
市
ガ
ス
の
市
内
へ
の
安
定
供
給
と
、工

業
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

へ
の
高
圧
供
給
を
同
時
に
行
う
複
合
型
ガ

ス
製
造
設
備
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
供

給
ソ
ー
ス
は
従
来
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ

る
天
然
ガ
ス
と
ロ
ー
リ
ー
車
で
運
ば
れ
る

L
N
G
の
２
極
に
な
り
、心
配
さ
れ
る
東

海
地
震
な
ど
で
も
保
安
確
保
と
安
定
供
給

が
図
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り

も
さ
ら
に
高
ま
る
天
然
ガ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
る

設
備
を
目
指
し
ま
し
た
」（
石
井
氏
）

製
造
量
、コ
ス
ト
な
ど
を

簡
単
・
最
適
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

西
大
垣
製
造
所
で
は
、民
間
の
都
市
ガ

ス
用
と
工
業
用
に
同
時
供
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い

こ
と
。
製
造
量
の
調
整
が
簡
単
・
明
確
な

こ
と
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
原
料
供

給
先
と
製
造
量
の
最
適
化
を
図
る
た
め
の

監
視
お
よ
び
制
御
が
で
き
る
こ
と
。
省
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
制
御
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
５
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
す
べ
て
実
現
し
て
い
ま
す
」（
棚
橋
氏
）

　

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
し
て
、

誤
っ
た
操
作
や
機
器
の
誤
動
作
に
よ
る
運

転
停
止
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
、コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
転
に
合
わ

せ
て
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
制
御
の
信
頼
性
の
高
さ
が
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、工
場
の
安
全
操
業

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
用
ガ
ス
の
高
圧
供
給
に
関
し
て
は
、

L
N
G
液
ポ
ン
プ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
ガ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
昇
圧
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
た
め
、電
気
使
用
量
が
18

分
の
1
に
削
減
で
き
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢

献
で
き
た
こ
と
が
、大
き
な
効
果
と
し
て

現
れ
て
い
ま
す
。
設
備
の
設
計
・
施
工
は
、

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー

ビ
ス
が
担
当
し
ま
し
た
。

「
日
本
国
内
に
お
い
て
L
N
G
サ
テ
ラ
イ

ト
基
地
の
開
発
段
階
か
ら
山
武
と
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
た

経
験
と
実
績
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
設
備

は
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
位
置
付
け
ら
れ

る
ほ
ど
難
易
度
の
高
い
も
の
で
し
た
が
、

セ
ン
サ
か
ら
D
C
S
ま
で
1
社
で
対
応
で

き
る
こ
と
、し
っ
か
り
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
と
い
う
信
頼
度
の
高
さ
で
他
に
は

な
い
設
備
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
チ
ヨ
ダ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス　

吉
本
氏
）

　

2
0
0
7
年
3
月
か
ら
稼
働
し
た
設
備
は
、

順
調
に
天
然
ガ
ス
を
製
造
供
給
し
て
い
ま
す
。

使
い
や
す
さ
、安
心
、安
全
を

目
指
し
て

　

複
合
的
な
ガ
ス
製
造
供
給
を
支
え
て
い

る
の
は
山
武
の
S
G
A
4
0
0
カ
ロ
リ
ー

計
や
ガ
ス
事
業
法
対
応
の
発
熱
量
測
定
ガ

ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、差
圧
／
圧
力
発
信

器
、調
節
弁
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
類

と
D
C
S
の
協
調
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム H

arm
onas™

で
す
。
2
極
か

ら
供
給
を
受
け
て
い
る
ガ
ス
原
料
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
はH

arm
onas

が
貢
献
し
、

天
然
ガ
ス
製
造
設
備
の
運
転
経
験
が
な

か
っ
た
現
場
作
業
員
の
負
担
を
大
き
く
軽

減
し
て
い
ま
す
。

「
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
感
覚
で
設
備
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で

す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
出
な
い
よ
う

自
動
化
さ
れ
た
安
全
な
設
備
を
生
か
し

て
、お
客
さ
ま
へ
の
ガ
ス
供
給
を
24
時
間

安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
吉

村
氏
）

　

発
展
著
し
い
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

で
も
あ
る
大
垣
市
は
、駅
周
辺
の
再
開
発

が
進
む
な
ど
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る

地
域
で
す
。
最
後
に
石
井
氏
に
抱
負
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
で
都
市
ガ
ス
を

利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
の
暮
ら
し
を
支

え
、新
規
大
口
需
要
家
へ
の
対
応
も
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
で
、環
境
に
配
慮
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
天
然
ガ
ス
供
給

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、安
定
供
給
、安
全
第
一
を
主
眼
に
お

き
、地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

（
石
井
氏
）

都市ガス用と工業用の
ガス供給を同時に行う
LNGサテライト基地が
地域発展に貢献
安心・安全で地域環境にもやさしい
天然ガスへのエネルギー転換で、
地元の産業や市民の暮らしを支えています。

Vol.2 大垣ガス株式会社　西大垣製造所

本社所在地
設 立
事 業 内 容

：
：
：

岐阜県大垣市寺内町3-67
1912年1月13日
都市ガスの供給、
ガス器具の販売、都市ガス工事、
その他関連事業

大垣ガス株式会社

大垣ガス株式会社は、さまざまな分
野に天然ガスを供給すると同時に、
環境保全に取り組み、常に万全の保
安体制で、地域の安心と安全に寄与
しています。

製造グループ
グループリーダー
吉村 剛氏

常務取締役
棚橋 正志氏

株式会社
チヨダセキュリティーサービス
代表取締役社長
吉本 隆男氏

液面（右）と圧力（左）を計測する差圧／圧力発
信器 DSTJTM3000

大垣ガス株式会社
取締役社長
石井 成一氏

Harmonas で監視。本社でも同様にチェックできる

ガバナ室のカロリー計 SGA400マイナス162℃に冷却された LNGを制御している圧力調節弁

LNG（Liquefied Natural Gas）
天然ガスをマイナス162℃に冷却し、液体にしたもの。
LPG（Liquefied Petroleum Gas）と異なり、常圧で液体
である。体積は気体の1/600。輸送・貯蔵を目的として
液化される。

コージェネレーションシステム（Cogeneration System）
燃料を用いて発電するとともに、その際に発生する排熱を
冷暖房や給湯・蒸気などの用途に有効利用する省エネ
ルギーシステム。空調負荷・給湯負荷などの熱需要の多
い施設やエネルギー需要量の大きい工場などに導入され
ている。

DCS（Distributed Control System：分散形制御システム）
従来の集中制御と違い、現場に近い複数のコントローラ
で分散制御を行うため、負荷の分散を図りメンテナンス性
のよいシステム構築が可能。

用語解説
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【治すよおいしゃさん】
■金 史倻さん
■長野朝鮮初中級学校3年
　（長野県松本市）
リボンを付けている機械は、どんなけがや病気
も調べます。もう一つの機械は、そのけがや
病気に合った薬を出してくれます。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
29回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

誰でも子どもの頃、「この触感が好き」という気
持ちで眠るときに手放せなかったものがあるの
ではないでしょうか。タオルだったり、耳たぶ
だったり。私はプレゼントなどにかけられたリ
ボンのツルツルとした感触が大好きで、祖母など
に集めてもらったリボンを触りながら眠りにつ
きました。三つ子の魂百までもとはよく言った
もので、今でもあのツルツル感が大好きでリボ
ンなどを触ると気持ちよくなります。みなさん
にもそんな一品があるのではないでしょうか？
� （akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2008年2月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。 プ
ラ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い

調
節
弁
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.13

1992年入社、Valstaffやエンジ
ニアリングツールの開発を担当。

「単純作業の繰り返しから解放さ
れ、人にしかできない頭脳労働に
集中できる、そんな製品を作ってい
きたいです」

常松�弘嗣
アドバンスオートメーションカンパニー
ソリューション開発部
1グループ

　

ひ
と
つ
の
石
油
や
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト

に
使
わ
れ
て
い
る
調
節
弁
の
数
は
大
小
合

わ
せ
て
数
百
、
数
千
に
も
な
る
。
プ
ラ
ン

ト
の
安
心
、
安
全
な
操
業
の
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
調
節
弁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠

か
せ
な
い
。
一
方
で
、
通
常
行
わ
れ
る
開

放
点
検
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
わ
り
に
は
異

常
の
発
見
率
が
低
く
、
ま
た
、
熟
練
ス

タ
ッ
フ
も
減
少
し
て
行
く
中
で
、
効
率
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
法
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
う
し
た
現
場
の
声
に
応
え
た
の
が

調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

のV
alstaff TM

（
バ
ル
ス
タ
ッ
フ
）だ
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
担
当
の
福
田
が
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
点
検
作
業
は
プ
ラ
ン
ト
を

知
り
尽
く
し
た
熟
練
者
の
経
験
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
効
率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

行
え
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
」

　

調
節
弁
に
は
開
閉
の
位
置
決
め
を
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ナ
に
よ
り
調
節
弁
の
状
態
を
デ
ー
タ

化
し
、V

alstaff

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
へ
と
送
る

こ
と
で
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。

「
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
い
な
い
作
業
者
が
、

逐
一マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
く
て
も
直
感
的
に

操
作
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
優
れ

た
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
語
る
の
は
常

松
。
一
方
、
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
の
開
発
に
携
わ
っ

た
野
見
山
は
安
全
性
を
強
調
す
る
。

「
プ
ラ
ン
ト
は
何
よ
り
も
安
全
を
優
先
す

る
た
め
、
ど
ん
な
に
付
加
価
値
の
高
い
機

能
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
信
頼
性
に
絶
対

的
な
裏
づ
け
が
な
い
と
受
け
入
れ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ
れ
ま
で
の
信
頼

性
を
損
な
う
こ
と
な
く
機
能
を
追
加
す

る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
」

　

こ
れ
ま
で
は
、
調
節
弁
の
状
態
を
把

握
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
は
な
く
、
こ
の

V
alstaff

を
活
用
す
る
こ
と
で
初
め
て

調
節
弁
の
稼
働
状
況
や
性
能
に
関
す
る

情
報
が
可
視
化
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

調
節
弁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
診
断
や
点
検
時

期
、
交
換
な
ど
の
評
価
が
客
観
的
に
で

き
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
と
な
る
。

「
調
節
弁
だ
け
で
な
く
、
他
の
フ
ィ
ー
ル

ド
機
器
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
の
使
用
状
況
デ
ー
タ

は
次
の
製
品
開
発
に
も
生
か
し
て
い
け
る

の
で
、
さ
ら
に
現
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
製

品
の
提
供
も
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
福
田
は
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
る
。

　

常
松
は
「
現
在
は
プ
ラ
ン
ト
を
制
御

す
る
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
独
立

し
たV

alstaff

用
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
構
築
の
自

由
度
を
高
め
て
、
将
来
的
に
は
中
央
監

視
シ
ス
テ
ム
でV

alstaff

の
デ
ー
タ
を
運

用
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
そ
し
て
野
見
山
は
「
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
収

集
で
き
る
デ
ー
タ
の
種
類
を
追
加
す
る
な

ど
、
よ
り
現
場
の
診
断
材
料
が
提
供
で

き
る
製
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
次
世
代
製
品
へ
の
抱
負
を
語

る
。

　

山
武
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
デ
ー
タ
は
、

す
べ
て
安
心
、
安
全
、
生
産
性
向
上
な

ど
プ
ラ
ン
ト
の
価
値
向
上
に
生
か
さ
れ
て

い
く
。

2000年入社、以来スマートポジ
ショナのソフトウェア開発を担当。
現在は、次世代発信器プロジェクト
のソフトウェア開発に参画。

「ユーザの興味、好奇心を引き出し
て、ユーザに新たな気付きを与えら
れる製品を開発していきたいです」

野見山�隆
アドバンスオートメーションカンパニー
プロダクト開発部
開発プロジェクト３グループ

　繊細な手を守り、装飾性も高い手袋。寒さの厳しい冬には欠かせ
ないアイテムです。ところで、日本製の手袋の90％以上は、ある地
方で生産されていることを知っていますか。
　そこは、香川県東かがわ市。100社以上の手袋メーカと、手袋産業
の生みの親をまつった手袋神社まである、まさに手袋の町です。
　明治19年、東かがわにあるお寺の副住職が、近くに住む娘に惚れ、
大阪に駆け落ちしました。彼らは生活費を稼ぐために、近所で行っ
ていたメリヤス製品の賃縫いを始めました。やがてメリヤス手袋を
考案し、販売を始めると大成功。故郷に帰った副住職はこれを家業
とし、以後脈々と受け継がれ、現在では世界を代表する手袋生産地と
なったのです。
　手袋の温かさに幸せを感じるのは、ふたりの愛のおかげなのかも
しれませんね。

手袋は愛情でできている! ?

日本の手袋生産の話

東かがわ市で製造する手袋の種類

縫ドレス手袋 毛、ナイロン、カシミヤなどの生地を縫ったもの

革ドレス手袋 牛革、羊革、豚革などの皮革を素材としたもの　

編ドレス手袋 ウール等の糸で編んだ防寒用
ファッション用のもの

アウトドア手袋 登山や自転車
キャンプなどアウトドアを楽しむための丈夫なもの

ファッション軍手 ニットの伸縮性を生かした大人から子どもまで
幅広く楽しめるもの

UV ケア加工手袋 紫外線を和らげて
手や腕の日焼けを防止するもの

スポーツ手袋 人工・合成皮革、合成繊維などを素材とした
スキーやオートバイ、マリン用のもの

工業用作業手袋 綿や合成繊維、皮革などを素材とした、
作業に適したもの

1990年入社、当時はポジショナ
開発に携わり、現在はポジショナと
Valstaffのマーケティングを担当。

「このValstaffを機軸にエンドユー
ザが満足できる機器診断システム
を確立し、新たな診断ビジネスを創
造、企画していきたいです」

福田�稔
アドバンスオートメーションカンパニー
IPマーケティング部
3グループ

調節弁メンテナンスサポートシステム

Valstaff
（バルスタッフ）
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Gifu

□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

岐
阜
県
は
、山
々
が
連
な
る
北
部

と
平
野
が
広
が
る
南
部
に
大
別
で

き
る
。
御
嶽
山
や
乗
鞍
岳
、奥
穂

高
岳
な
ど
標
高
３
０
０
０ｍ
を
超
え

る
山
々
が
連
な
る
飛
騨
と
、木
曽
川

や
長
良
川
、揖い

び斐
川
が
流
れ
る
濃

尾
平
野
を
中
心
と
し
た
美
濃
で
あ

る
。
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
東
西
を
分
割
す
る
た
め
、「
美

濃
を
制
す
る
者
は
天
下
を
制
す
」と

い
わ
れ
、天
下
取
り
の
舞
台
と
な
っ

た
。
徳
川
派
の
東
軍
と
、豊
臣
派
の

西
軍
が
争
っ
た
日
本
史
上
最
大
の
合

戦
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」は
特
に
有
名

で
あ
る
。
合
戦
の
際
に
築
か
れ
た
陣

跡
な
ど
が
今
も
残
り
、「
兵
ど
も
が

夢
の
跡
」と
い
っ
た
歴
史
ロ
マ
ン
を
感

じ
さ
せ
る
。

　

山
間
部
に
は
地
形
を
生
か
し
た

文
化
と
、情
緒
溢
れ
る
町
並
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
古
き
良
き
日
本
の
伝

統
的
な
町
並
み
が
残
る
美
濃
の
旧

家
群
に
は
、木
格
子
か
ら
ひ
っ
そ
り

窓
が
の
ぞ
き
、「
う
だ
つ
」と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
屋
根
が
珍
し
い
景
観
を
つ

く
っ
て
い
る
。
比
較
的
裕
福
な
家
が

設
け
た
「
う
だ
つ
」を
語
源
に
、「
う

だ
つ
が
あ
が
ら
な
い
」と
い
う
慣
用
句

も
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
飛
騨
白
川
郷
は
、

1
9
9
5
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
機
能

的
・
景
観
的
に
も
優
れ
た
家
屋
、約

1
1
0
棟
が
集
落
を
形
成
し
、一
枚

の
絵
の
よ
う
な
静
か
な
山
村
風
景

を
楽
し
め
る
。
田
植
え
祭
り
や
ど
ぶ

ろ
く
祭
り
な
ど
山
村
の
祭
り
も
、今

も
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
奥
飛

騨
温
泉
郷
の
平
湯
温
泉
や
、名
泉
と

し
て
名
高
い
下
呂
温
泉
な
ど
、名
湯

地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

岐
阜
県
の
県
民
性
を
表
す
言
葉

に
、「
輪わ
じ
ゅ
う中
根
性
」が
あ
る
。
水
害

に
悩
ん
だ
人
々
が
、集
落
や
耕
地
を

洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
、地
域
全
体

を
堤
防
で
取
り
囲
ん
だ
「
輪
中
」の

名
残
か
ら
、仲
間
と
の
結
束
力
が
強

い
。
彼
ら
の一
致
団
結
す
る
力
が
、か

つ
て
の
歴
史
や
生
活
を
今
に
伝
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

岐　阜

azbilの拠点がある街を紹介します。
情
緒
溢
れ
る
風
景
が
残
る

日
本
の
ふ
る
さ
と

azbilは山武グループのシンボルマークです

本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
森

林
認

証
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。


